
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連は1月28日、目黒さつきビルにて「第4４回定期中央委員会」を開催し、２０

２２ＪＲ総連春闘をはじめとする当面する活動方針を満場一致で確立しました。 

今定期中央委員会にはご来賓として、立憲民主党を代表して、立

憲民主党代表代行・逢坂誠二衆議院議員にご臨席を賜り、ご挨拶を

いただきました。 

委員の発言では、２０２２ＪＲ総連春闘について「２０２１春闘

の総括議論に踏まえて、今春闘はＪＲ総連と各単組と交渉状況な

どの連携をはかり、統一闘争として闘い抜く」、「コロナ禍で経営は

厳しい状況だが、賃上げを要求しない組合は労働組合とは言えな

い。組合員の生活を守るために、気持ちをひとつにして春闘をたたかう」など、方針を補強

する発言が出されました。 

また、憲法改悪阻止のたたかい、参議院議員選挙勝利にむけた取り組み、不安全事象に対

する原因究明の取り組みなどについて発言が出され、提起した方針について満場一致で確認

がされました。 

 

 

ＪＲ総連通信 
２０２２年１月２８日 №１５００ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

２０２２ＪＲ総連春闘は、統一ベア要求「6,000 円」を掲げ、「定期昇給完全実

施」、「総合労働条件改善」を柱に、統一闘争としてたたかいます！ 

立憲民主党代表代行 

逢坂誠二衆議院議員 


